
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 

 

  

 

 

 
 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５年２組 仲川 和磨 

『明日をつくるわたしたち』 

 クラスをもっとよくするための具体

策を考え、提案書にまとめます。「自

分の提案を通したい！ 」を意欲の源

に、学び合いの中で、相手を納得さ

せる書き方のコツを学んでいきます。 

３年１ 組 佐藤 祥 

『「ありがとう」を伝えよう』 

手紙で感謝の気持ちを伝えるた

めには、何が必要なのかを考えま

す。友だち同士で書いた手紙を見

せ合うことで、手紙の書き方を学

んでほしいと思います。 

６年２組 奥泉 智子 

『未来がよりよくあるために』 

西岡北小の未来をよりよくするた

めに何ができるのかを考え、意見文

を書きます。書く内容をより深いもの

にするためにはどんな話し合いをす

ればいいのかを学んでいきます。 

３年２組 宮下 智子 

『あまりのあるわり算』 

27 人で 6 人乗りの乗り物に乗る時、乗り物

は何台必要かを考えます。わり算をすると４

あまり３となるが何台と考えればよいのかを

みんなで話し合っていきたいと思います。 

５年１ 組 本田 竣士 

『小数のわり算』 

2.3ｍのテープを 0.5ｍずつ切った時のあま

りの数について考えます。あまりは 0.3ｍと３

ｍのどちらなのかを話し合って解決する姿を

見ていただきたいです。 受
付 
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４年２組 小箱 駿太 

『自分の考えを伝えるには』 

好きな遊びの良さを伝えるために、

理由を考え、選び、文章を深めていき

ます。学んだことを自分の文章に活

かすことで、今後にもつながる書き方

を学んでほしいと思っています。 

２年１ 組 阿部 陽菜 

『こんなもの、見つけたよ』 

 図書館のことを１ 年生に伝えるた

めに、見学メモをもとに、どんなこと

を書くとよいかを考えます。読み手を

意識しながら、分かりやすく書くこと

のよさを感じてほしいと思います。 

１ 年１ 組 樋田 真由美 

『すきなことなあに』 

自分の好きなことを伝えるために

「好きなこと」と「そのわけ」を名刺

に二文で書きます。友だちと交換して

読みながら、文を書くことの良さを感

じてほしいと思っています。 

６年１ 組 柘植 惠理 

『速さ』     

マラソンと競歩。時速と秒速で表された、単位

の異なる２つの速さを比べます。同じ単位にそ

ろえる方法をみんなで交流し合い、互いの単位

の関係について考えていきます。 

１ 年２組 葛西 莉恵 

『どれだけおおい』 

 初めて求差に挑戦します。ブロックはど

のように出したらいいか、図ではどのように

表したらいいか、みんなで考えながら、より

よい方法を見つけていきたいと思います。 

２年２組 高橋 多佳子 

『たし算とひき算』 

十の位が空位の引き算の計算の

仕方を考えます。図や式など多様な

考えをもとに、計算の仕方をみんなで

話し合っていきたいと思います。 

４年１ 組 三戸部 弘子 

『式と計算』 

●の数をまとめたり、移動させたりしなが

ら一つの式に表す学習です。学習を通して多

様な考え方ができる楽しさや友達と学び合う

良さを感じてほしいと思っています。 

すずらん学級 進藤 さやか 

『長さ』 

 間接比較を使って、ぐるぐるソーセージの長

さを比べます。はたして、子どもと先生のソー

セージの長さは同じになるのか？ 試行錯誤し

ながら対象と向き合う姿をご覧ください。 

受    付（１３：００～１３：３５） 

二次公開（１４：２５～１５：１０） 
 

一次公開（１３：３５～１４：２０） 
 

全体会・分科会（１５：２０～１６：４５） 

 
分科会 助言者（敬称略） 協力者（敬称略） 

国語科（低） 鈴木 真由美（平岡小学校長） 片山  俊明（ 幌 南 小 学 校 ） 

国語科（高） 村上  智樹（平岸高台小学校長） 松尾 奈美樹（ 西 小 学 校 ） 

算数科（低） 木村  まどか（豊園小学校長） 和田  敬介（ 円 山 小 学 校 ） 

算数科（高） 庄 司  ひさ子（定山渓小学校長） 黒澤  智美（ 西 小 学 校 ） 

特別支援 池田  哲也（ひばりが丘小学校長） 大崎  弥生（月寒東小学校） 

 

参加申し込み 
実践発表会に参加ご希望の方は 7 月２日

（月）までに申し込み用紙にご記入の上

ＦＡＸでお送りください。電話・校務支

援システムメールでのお申し込みも可能

です。どうぞよろしくお願いします。 

能動的な学びを求めて 
学校長 岩田  敦  

本校では研究主題「自ら課題をもち追究することができる子どもの育成」に向け次の２点から取り組んできました。 

１．「能動的な学びのある楽しい授業」を合言葉にした授業改善と授業研究。 

２．授業像の基本「西北スタンダード」の共通理解による一貫性ある学び方の積み重ねと教師の授業力向上。 

コンパクトだけど風通しが良く、丁寧な教職員集団の取組について、実践を見てご意見をください。必ず貴校の学び

作りにも参考になるはずです。 

○国語の見どころ 

○算数の見どころ 

○国語の見どころ 

○算数の見どころ 

13:00 13:35 16:45 15:20 14:25 


